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要 旨： 

平泉の文化遺産の一つとして、中尊寺金色堂などに代表される漆工芸品があり、これらは

平泉文化の高度な技術内容の一面を伝えるものとして、美術史分野等から多くの研究蓄積

がある。 

一方で、考古資料については、漆器椀などの漆製品が出土しているほか、漆工に関わる資

料の出土もあるものの、資料が断片的なこともあり、注目もあるものの先行研究は決して多

くはない。本発表では、平泉から出土した、漆製品や漆工に関連する考古資料をまとめ、資

料の時期的、空間的な分布をまとめ、これらから理解できる平泉及び居館である柳之御所遺

跡の手工業の状況について検討していきたい。 

 

 

 

【Zoomによるオンライン開催のリンク】 

・https://us04web.zoom.us/j/77564009159?pwd=ELhPvXowGL6pbZK9EvSYBCrZcnRTJe.1 

・ミーティング ID: 775 6400 9159     パスコード: 666888 

 

【本件に関する問い合わせ先】  岩手大学平泉文化研究センター事務局 

〒020－8550   盛岡市上田三丁目 18－33  019－621－6529 E-mail ryukaiu@iwate-u.ac.jp 
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